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研究成果の概要（和文）：本研究は、従来の中軽度の認知症高齢者の住まいであったグループホ

ームの空間計画から、ターミナルケアまで対応しうる計画手法を見出す事を目的としたもので

ある。終末期の入居者の個室環境や、グループホーム全体の空間構成のあり方、見守り等のケ

ア環境としての空間などに着目し、これまでのグループホーム計画のあり方の再検討を行うと

ともに、新たな計画への知見を整理する。 
 
研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to find the knowledge of space planning 
to adapt for terminal care for dementia elderly person. This study focuses the room for 
terminal phase of dementia, arrangement in space , care environment,	
 and organize 
knowledge for space planning about new group living for dementia. 
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 直接経費 間接経費 合	
 計 
2009 年度	
 700,000	
 210,000	
 910,000	
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総	
 計	
 1,800,000	
 540,000	
 2340,000	
 

	
 
 
研究分野：工学 
科研費の分科・細目：建築学・都市計画・建築計画 
キーワード：グループホーム	
 ターミナルケア	
 建築計画	
 各種施設・地域施設	
 看取り部屋 
死後の対応と空間 
 
１．研究開始当初の背景 
	
 認知症高齢者の暮らしを支える認知症高
齢者向けグループホーム（以下、GH）は、
介護保険制度施行時には、身体的、認知症の
程度的にも、比較的自立した、中軽度の認知
症高齢者を対象とした居住環境であった。し
かしながら、近年、入居者の身体的・症状的
重度化に伴い、看取り、ターミナルケアを実
践する事例も顕著に見られるようになって
きている。中軽度の認知症高齢者のケアも、
重度ケア、ターミナルケアへとケア内容・ケ
ア方法の転換が図られていることに合わせ

て、ケア環境としての施設計画のあり方の転
換を図る事が急務である。 
 
２．研究の目的 
	
 本研究は、前述した認知症高齢者向けグル
ープホームのケアの変化に合わせて、終末期
を迎えた入居者の暮らしやきめ細やかなタ
ーミナルケアを支える施設計画のあり方を
検討することを第一の目的としている。その
ために、ターミナルケアの実践に際しての空
間的課題を把握すると共に、ターミナルケア
現場でのスタッフのケアの実態や、終末期を
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迎えた入居者の家族のケアへの参加の様子
を詳細に押さえた上で、見守りの希求度が高
い終末期入居者に対して、きめ細やかなケア
が可能となるGHの建築的な計画手法の手が
かりを得る。 
 
３．研究の方法 
	
 Ｈ２１年度に、熊本県下にあるＧＨを対象
に、ターミナルケアの実践に関わるヒアリン
グ調査を実施し、Ｈ２２年度は、その中から
積極的にターミナルケアを実施している事
例７事例を選出した。調査は、終末期の入居
者の暮らしやケアの現状、終末期入居者家族
のケアへの参加の度合いやＧＨでの過ごし
方、死後の処置・対応に関するヒアリング調
査を行うと共に、調査期間中にターミナルケ
アを実践している事例（３事例）に関しては、
９:００~１７:００の間での観察調査を実
施した。なお、対象事例の概要については表
１に示す通りである。	
 
	
 
４．研究成果	
 	
 
	
 
(1)ターミナルケアの体制（表１）	
 
	
 ターミナルケアに対する意識は、それぞれ
の事例において共通している。看取りに対す
る家族の意志を確認しつつも、積極的に看取
りまで行おうという事例が殆どである。病院
への入院によって、入居者をこれまで暮らし
てきた環境から切り離すことなく、ＧＨで最
期まで支えたいという意識が高い。一方で、
看取りを行う条件としては、できるだけ医療
依存度の低い状況でターミナルケアを行い

たいという事例も見られる。このことは、Ｇ
Ｈが病院のような命をできる限りのばさせ
る「医療の場」ではなく、在宅の延長上とし
ての「生活の場」として捉えていることに他
ならない。	
 
	
 ターミナル時期の判断基準は、口から食事
が取れなくなった時点でターミナルケアを
考えるといった事例が大半を占める。暮らし
の基本的行為である「口からの摂食」が一つ
の判断基準となっている。胃瘻や点滴等によ
って、命をできるだけ長らえるケアではなく、
普段の生活の最期を見守る・支えるケアを反
映した判断基準であろう。	
 
	
 ターミナルケアの終盤となる時期のスタ
ッフの体制は、日中のスタッフを増やすとい
うよりは、管理者が付きそうなどして夜勤体
制を手厚くし、いざとなった際に円滑な対応
を計れるようにしている。	
 
	
 
(2)終末期を迎えた入居者の生活環境・ケア
環境（図１）	
 
	
 ターミナル期の入居者の個室をどう考え
るかは、他の入居者のケアを同時に行う上で、
非常に重要な視点である。殆どの事例では、
長年築かれた人間関係を崩さないことや、慣
れ親しんだ個室で過ごしてもらいたいとい
った視点から、入居時からの個室の変更を行
っていない。終末期の入居者の個室が居間・
食堂から離れた場所に位置する場合は、見守
りのしにくさや、入居者の孤独感、生活の雰
囲気や賑わいが伝わりにくいことを配慮し、
食堂や廊下にリクライニングチェアやベッ
ドを置いて対応している。一方で、ＳｅやＹ



ｕでは、常に目の離せない状況にある終末期
の入居者向けに、「看取り部屋」を用意して
いる。Ｓｅでは、入居者の居場所となってい
る居間（和室）と襖で仕切られた個室を用意
し、音や視線によって終末期の入居者の状況
がきめ細かく把握できる環境を整えている。
Ｙｕでは、食堂の横の個室を看取り部屋とし
ており、普段は食堂と個室の戸を取り払い、
視覚的な繋がりを確保しながらケアに当た
っている。Ｙｕでは、食事時の入居者やスタ
ッフの賑やかな語らいなどの「生活の香り」
が伝わり、また、Ｓｅでは終末期入居者の調
子をみながら、入居者が集まって過ごしてい
る和室の居間に移して、他の入居者と共に、
同じ時を過ごしている。終末期の入居者にと
って、こうしたＧＨの暮らしから切り離され
ずに過ごすことは、ターミナルケアを「生活
の場」として実現する上では、重要なことで
ある。そうした生活環境を実現する上でも、
「看取り部屋」の確保は一つの方策であろう。	
 
	
 
(3)終末期入居者へのケア密度と空間	
 
	
 調査時に終末期入居者が生活している事
例（Ｙｍ・Ｆｕ・Ｓｅ）を対象に、９:００
~１７：００の間で、スタッフの介護内容、
移動などを記録する観察調査を行った。図２
は、観察調査時間内の介護内容の割合を示し
た物である。なお、どの事例においても、タ
ーミナルケアを想定した入居者が各事例２
名ずつ生活している。介護内容は、歩行介
助・入浴介助・排泄介助・食事介助等の身体
介護を直接介護とし、声かけや見守りといっ
た身体介護以外のものを間接介護とした。加
えて、調理、洗濯、掃除、申し送り等の、直
接入居者のケアには繋がらない業務は除外
している。終末期入居者に関わる介護の割合
はＳｅで３１％、Ｆｕで２６％、Ｙｍで１
４％とＳｅが最も高い割合を示す。ＳｅとＦ
u では終末期入居者に対する直接介護の割合
は、ほぼ同じ割合を示すものの、見守り等の
間接介護ではＳｅがその割合を上回る。	
 
	
 図３は、それぞれの事例の、観察調査時間
内でのスタッフの移動を示したものである。
諸空間軸の数字は、スタッフの中心的な居場

所である台所・食堂を基点として、各空間が
どの程度離れているかを考慮して割り当て
たものである。Ｙｍでは、一日を通じて、各
居室や終末期入居者への居室への頻繁な行
き来があり、移動距離も長い。同様にＦu に
おいても、終末期入居者の居室と台所、食堂、
他の入居者の個室への頻回な移動が見られ、
移動の振れ幅が多きい。一方でＳｅでは他の
二事例と比べると、移動の振れ幅が小さい。
ＹｍやＦｕの空間構成をみると、個室群が台
所・居間・食堂から分離された位置にあり、
なおかつ終末期入居者の個室がスタッフの
居場所から離れていることも起因し、頻回な
移動を伴っている。Ｓｅでは、台所・食堂と
各居室は分離された空間構成のはなってい
るものの、和室の居間が独立して個室群に配
置されており、個室群と居間との近接によっ
て、頻回な移動を伴わずともケアが可能とな
っている。加えて、終末期の入居者の居室「看
取り部屋」が居間と続いていることもあり、
より緊密な見守りが可能となっている。	
 
	
 図４は、Ｓｅにおける終末期入居者の見守
りの典型場面である。Ｓｅの空間構成は、和
室の居間の周辺に「看取り部屋」となる座敷
の個室と、看取り部屋で生活する終末期入居
者と時期をずらしてターミナルケアを始め
た入居者の個室、浴室、トイレが位置してい
る。こうした空間構成の中で見られるケアは、
排泄介助のためにトイレに立ち寄った際に、
トイレの横に位置する終末期の入居者の様



子を視覚的に確認する、和室の居間で過ごす
入居者の様子を見ながら、隣にある襖が開け
放たれた「看取り部屋」の入居者の様子を見
に行くなどの場面である。ターミナル期の入
居者の個室と他の入居者の居場所・スタッフ
の見守りの拠点になる空間とが近接し、また、
身体介護を行う上で必要不可欠な浴室・トイ

レの空間が周辺にあることで、自立した入居
者と終末期の入居者の見守りを柔軟に、かつ
きめ細やかに行うことが可能となっている。
また、Ｓｅのスタッフは、和室の居間と「看
取り部屋」とが面する縁側を通る際にも終末
期の入居者への目配せが自然とできると体
験を踏まえて空間を評価している。図２に示
したＳｅでの終末期入居者への間接介護の
割合が高い要因は、頻回な移動を伴わずとも
居間や食堂を拠点にして、周辺の居室や看取
り部屋への行き来・見守りがしやすいこと、
また、終末期の入居者の個室廻りに「必ず」
利用する浴室・トイレなどの空間が配置され
ていることで、「ついで」の見守りが可能に
なっていることが挙げられる。	
 
	
 
(4)家族のケアへの参加（表１）	
 
	
 どの事例においても、終末期には、家族が
積極的にＧＨを訪れ、入居者への付き添いを
行っている事例が多い。中には、寝泊まりし
ながらケアに参加する事例も見られる。その
場合には、入居者の個室で根泊まりする例も
あるが、Ｓｅのように、「看取り部屋」の横
の居間（和室）でゆっくりと休むケースもあ
る。このケースでは、スタッフの気転でお茶
が飲めるセットを居間に用意しており、ゆっ
くり和室で足をのばしながら、お茶を飲んで
くつろぐといった過ごし方をしている。親族
を看取るという、大きなストレスを抱えざる
終えない家族にとって、こうした「息のつけ
る空間」も、ターミナルケアに向けたＧＨの
空間には必要なものであろう。	
 
	
 
（６）死後の対応（表１・図１）	
 
	
 入居者の死後の処置は、亡くなった入居者
の個室で行われている。入居者を交えた最期
の見送りを行う事例も多く、そうした場合は、
亡くなった入居者の個室に交互に入居者や
スタッフ、家族が入り、見送りを行っている。
Ｓｅでは、見送りだけではなく、仮通夜もＧ
Ｈで行っており、そうした場合には、「看取
り部屋」の横の居間（座敷）が活用され、地
域の知人・友人らが１５名も集っている。	
 
	
 図１の「出棺動線」は、出棺の際、どうい
った動線を辿ったかを示したものである。ど
の事例でも、最初迎えた玄関から最期は見送
りたいという思いがあり、玄関からの出棺と
なるが、個室から玄関までの動線と、居間・



食堂の共用空間とが重なっている事例（Ｙ
ｋ・Ａｉ・Ｎｕ）では、共用空間を直接通っ
て玄関へと棺を運んでいる。一方で、居間・
食堂と廊下が明確に隔てられている場合で
は、居間・食堂を通らずとも動線が確保され
ている。ＧＨからの最期の出棺の際に、入居
者の日常の場である共用空間を経ずとも移
動ができる動線空間も考慮すべき点であろ
う。	
 
	
 
（７）まとめ	
 
	
 ターミナルケアの現場では、これまで経験
しえなかった様々な場面に遭遇している。そ
もそもＧＨの空間が、看取りまでを意識した
計画とはなっていなかったことに起因して
いる。最期に、本研究でえられた施設計画の
知見を整理する。	
 
① 個室環境のあり方：終末期の入居者の緊密
な見守り、ケアを行う上で、これまでのＧ
Ｈの空間のような閉鎖的な個室、居間・食
堂などの共用空間との繋がりの薄い計画
ではなく、終末期の入居者の個室には、共
用空間との高い連続性が必要である。連続
性を確保することによって、視線や音によ
る細やかな終末期入居者の状況把握に繋
がるとともに、当人にとっては、ＧＨでの
暮らしの音や雰囲気を享受し、生活から切
り離されない環境となる。	
 

② 空間構成：終末期の入居者の個室と共用空
間との連続性を確保した上で、共用空間・
個室廻りに他の入居者の利用頻度の高い
空間を配置する事で、終末期入居者の様子
を「ついでの見守り」ができる環境が形成
されやすくなり、より安定的な見守りが可
能となる。	
 

③ 家族の休息の場：終末期には家族のケアへ
の参加が必要不可欠となる。そうした場合
に、家族がゆったりと休憩できる場を用意
することで、家族へのケアにも繋がる。そ
の際に、終末期入居者の個室に繋がる共用
空間が活用されるような計画が有効であ
る。	
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